
（協定書・契約書：文例）

学校給食用物資納入に係る協定書（契約書）
　●●●市町村教育委員会教育長（○○○学校長（以下、「甲」という。））と○○○○（以下、「乙」という。）は、学校給食用物資の納入に関し、次のとおり協定（契約）を締結する。

　

（総則）

第１条　この協定（契約）は、学校給食用物資の納入に関して、その業務を適正かつ円滑　　　に行うことを目的とし、乙は学校給食に必要な物資を甲の指示のとおりに調達し、　　　供給するものとする。

　２　乙は、食品衛生法を遵守するとともに、学校給食の公共性を認識し、細心の注意と　　誠意をもって物資納入業務に従事すること。

　３　乙は、この協定（契約）の履行に関して知り得た秘密を他に漏らしてはならない。

（品質等）

第２条　乙が納品する物資の品質、規格、価格等は、常に新鮮、良質、衛生的、低廉で、　　甲の発注した数量であること。

（納入）

第３条　甲は、購入物資の品名、数量等をあらかじめ乙に明示し、乙は甲と協議して物資　　　を共同調理場（学校）の所定の場所に、納品日時に遅滞なく引き渡すものとする。

　２　甲は、学校行事等により納入計画を変更する場合は、物資納入日の前３日までに乙　　にその旨を通知するものとする。

　３　乙は、納品ごとに学校長あて納品書を甲に提出する。納品書には、品名、品質（規　　格、銘柄、等級等）、産地、重量又は個数、単価、金額及び合計金額を記載すること。

（検査）

第４条　乙は、物資を甲の指定する検査員の検査を受けて納入するものとする。

　２　甲は、乙が物資を学校に引き渡す際または引き渡し後に発見した不適品については、　　すみやかに乙に通知するものとする。

　３　乙は、前項の通知を受けた場合において、その物資が学校給食の用に供することが　　できないと認められたときは、速やかに交換を行い、再度甲の検査を受けなければな　　らない。交換に要する経費、損害は、すべて乙の負担とする。

　４　乙は、甲の指定する日時及び場所で検査に立ち会わなければならない。立ち会わな　　いときは、検査の結果について異議を申し立てることができない。

（所有権の移転、引渡し及び危険負担）

第５条　納入物資の所有権は、検査に合格したときに乙から甲へ移転し、同時にその物品　　　は、甲に引き渡されたものとする。

　２　前項の規定により所有権が移転する前に生じた物品についての損害は、すべて乙の　　負担とする。ただし、甲の故意若しくは過失、天災その他避けることができない非常　　災害による損害はこの限りでない。

（協定書（契約書）の内容の変更、解除）

第６条　甲は、乙が故意または過失により協定期間中にこの協定（契約）の履行の見込み　　　がないと認めたとき、および不適品を納入し改善されない場合は、この協定（契約）　　　を解除することができるものとする。

　２　甲または乙が、協定（契約）期間内において、この協定（契約）を解除しようとす　　るときは、解除の日の前３０日までに相手方に予告するものとする。

（損害賠償）

第７条　乙の責任において事故が発生し、甲に損害を与えたときは、乙は甲に対して損害　　　賠償をしなければならい。

（権利義務の譲渡）

第８条　乙は、この協定（契約）から生ずる権利及び義務を第三者に譲渡し、又は担保に　　　供することはできない。ただし、甲の承認を得た場合はこの限りでない。

（衛生）

第９条　取引商品及び店舗ならびに従業員に対する衛生管理の実績は、検査実施の都度関　　　係書類の写しを甲に提出するものとする。

（代金の請求及び支払方法）

第10条　乙の物資納入に対する代金請求は、１か月を単位とし、月末に締切り、速やか　　　　に一括して甲に請求するものとする。

　　２　甲は、正当な請求書を受理した日から３０日以内に、原則として口座振替の方法　　　で乙に代金を支払うものとする。

（協定期間）

第11条  この協定書（契約書）の有効期間は、平成　　年　　月　　日から平成　　年　　　　　月　　日までとする。

（疑義の決定）

第12条　この協定書（契約書）に定めのない事項については、甲と乙が協議して定める。

　　以上の協定（契約）の証として本書２通を作成し、甲乙各々記名押印し、それぞれ１　通を保管する。

　　　　　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　甲　　　住所

                          氏名　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　乙　　　住所

　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　印

	


・２部送付し、相手方に押印のうえ返送してもらう、２部に押印して１部を学校で保管し、１部を相手方に再送付して、相手方に保管させる。

・公会計の場合は協定書又は覚書、私会計の場合は契約書とする等、使い分ける。
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